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農事概況

普通作物

１ 早期水稲

県全体の生育は気温が高めで推移したため７日程早く、草丈は高いが、茎

数は平年並みか一部ではやや少ない。特に移植の早い南那珂地域では１０日

以上早く進んだ。中干し時期は好天であったため全体的に実施された。早い

ところでは中旬より幼穂形成期に入った。いもち病は常発地で平年より７日

早い１５日に確認され、以後県内各地で散見された。

２ 普通期水稲

播種最盛期は平年より２日早い１５日で月末までに９５％終了した。気温

が高かったため一部で徒長苗や苗いもちの発生が見られたが、全体的には順

調に生育した。

移植は中山間地より始まり、県全体の田植始期はほぼ平年並みの２７日で、

月末までに約１割進んだ。移植後の活着は順調であるが、一部でジャンボタ

ニシの被害が散見される。

３ 麦 類

出穂期は平年よりやや早かったが、その後の登熟期間は断続的な雨もあっ

たため一部で赤カビも見られた。成熟期もやや早くなり、中旬より収穫が始

まり、一部雨で収穫が遅れたところもあったが月末には終了した。作柄は穀

粒重がやや軽い傾向のため、収量は低くなる見込みである。

野 菜

１ 果菜類

果菜類については、促成や半促成などの施設栽培は収穫末期となっており、

病害虫の発生が多くなってきている。一方で、雨よけや露地普通栽培の収穫

開始となり、生育は順調である。

きゅうりの促成つる下げ栽培では、なり疲れによる草勢低下がみられ、例

年よりも早く栽培を終了する動きもある。作の終盤で、防除が徹底されてい

ないことから、病害虫では、べと病の発生が多く、つる枯病、うどんこ病、
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アザミウマ類も増加傾向である。雨よけや露地栽培の生育については、おお

むね順調であるが、中旬からの降雨により一部生育の遅れも見られた。

ピーマンの促成栽培については、価格の低下に伴い順次栽培を終了してい

る。作の終盤で草勢低下や赤果の発生が一部見られ、黒枯れ病、斑点病、う

どんこ病、ネクトリアの発生が多くなっている。アザミウマ類、アブラムシ

の発生が多く、センチュウの被害も例年より多い傾向。早熟や雨よけ栽培の

出荷が始まっているが、アブラムシやアザミウマ類の発生が散見される。

トマト類の促成栽培については、摘心を実施し、残り２～３果房で収穫終

了となる。小玉傾向で出荷量は少ない。病害虫では、灰色かび病、すすかび

病、コナジラミ類、サビダニの発生がやや多い。ネクトリアの発生も見られ

る。雨よけ栽培については、一部で低温等による生育障害が発生したが、そ

の後回復した。上旬までに定植が終了し、早いところでは月末から出荷開始

となった。

いちごは、４番果房、５番果房の収穫期。一部を除き５月末までに順次収

穫終了となるが、全体の収穫量が少ないため、作期を延長する動きもある。

一方で次期作の育苗管理に移っている。病害虫では、アザミウマ類、うどん

こ病、灰色カビ病の発生が見られ、ハダニが増加している。

２ 露地野菜

ごぼうのトンネル及び不織布被覆栽培は収穫中。肥大は平年並みである。

ばれいしょは、内陸部では昨年より３日程度遅れて下旬より収穫が始まっ

た。疫病が一部のほ場で見られたほか、日照不足の影響で例年より小玉傾向。

かんしょのトンネル栽培は出荷が始まっているが、坪堀調査での収量は昨

年比９割で肥大が悪い。いもの形状が長いことが特徴である系統への変更が

進んだことと、適度な土壌水分のため長いも傾向である。

スイートコーンの小型トンネル栽培は出荷が主流となっているが、日照不

足の影響により果実肥大が悪い。マルチ栽培は生育期であるが、一部アブラ

ムシの発生が見られるほか、日照不足の影響で生育が遅れている。

さといもはアブラムシの発生が散見されるものの、生育は概ね順調である。

らっきょうは５月上旬より主に青果用の収穫が始まった。天候不順の影響

で球の肥大がやや悪く、ほか、赤枯れ症状が散見される。

しょうがの半促成栽培については、日照不足と朝晩の冷え込みで肥大が例

年より遅れている。普通露地栽培については、不織布べたがけを行ったほ場

では５月中旬に萌芽し、５月末時点で草丈１５～２０㌢程度。一方不織布べ

たがけを行っていないほ場では５月下旬から萌芽開始し、まだ萌芽揃に達し

ておらず、いずれも例年と比較し生育は遅れている状況。

にらの促成栽培については、気温上昇により株の倒状が目立ち栽培が終了。

次年度作の準備が始まっている。普通露地栽培については、定植作業が進ん

でいる。
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アスパラは５月中旬～下旬にほぼ立茎が終了し、夏芽の収穫が始まった。

５月下旬から徐々に出荷量が増えてきている。

果 樹

１．常緑果樹

温州みかんの露地栽培は、２次生理落果期で、園地毎にバラツキは見られ

るが、結果量は平年並みからやや多かった。一部の園地で、カメムシの発生

が見られた。施設栽培は成熟期から収穫期で、平年に比べ着色が遅れ、収穫

開始は平年よりも５日遅かった。果実肥大、果実品質とも良好であった。

完熟きんかんは新梢伸長期から硬化期で、下旬から出蕾や開花が見られる

園地が平年よりも多かった。収穫遅れにより剪定が遅れた園地や、切り返し

の多い園地では緑化が遅れた。ハマキムシ類の発生が多かった。

日向夏の露地栽培は生理落果期で、開花期は平年よりも３～５日早かった。

着花数は、園地によるばらつきはあるが平年並であった。生理落果は少なか

った。

ぽんかんは生理落果期で、満開日は平年より５日早かった。

へべすの露地栽培は生理落果期で、開花日は地域によるバラツキが大きか

った。施設栽培は果実肥大期で、着花が少なく生理落果が多かったことから、

結果量が少なかった。

ゆずは生理落果期で、着花量は平年並からやや多かった。

マンゴーの早期出荷の作型は収穫終期から第１新梢伸長期で、平年に比べ

て、糖度がやや低かった。天候不順の影響を受けて、落果が７～１０日遅れ

た。カイガラムシや炭疽病の発生が平年より多かった。果皮障害の発生が多

い園も見られた。後期出荷の作型は果実肥大期から成熟期で、生育は、平年

より約３週間遅れた。結果不良やミニマンゴーの発生が多く、着果量は平年

より少なかった。一部の園地で、カイガラムシの発生が見られた。

２．落葉果樹

ぶどうはピオーネのハウス栽培で果粒肥大期から着色期で、生育は平年並

みであった。着色は良好であった。一部園地でうどんこ病が発生した。ピオ

ーネのトンネル栽培は果粒肥大期で、生育は平年並みかやや早かった。キャ

ンベル・アーリーのトンネル栽培は果実肥大期で、着粒は良好で、肥大も平

年並であった。一部の園地でカメムシの発生が見られた。サニールージュの

大型トンネル栽培は着色期から収穫期で、生育は平年並、肥大は良好であっ

た。デラウエアの大型トンネル栽培は着色期から収穫期で、着色・果実品質

とも良好であった。一部の園地でカメムシの発生が見られた。醸造用ブドウ
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のトンネル栽培は開花期で、キャンベルアーリー、デラウェアは開花盛期。

ブラックオリンピアは開花初期であった。

なしの露地栽培は果実肥大期で、平年より結果量は少ないが、果実肥大は

良好であった。

うめは果実肥大期であった（東臼杵南部）。

くりは新梢伸長期から開花期で、生育は平年並みであった。一部園地でク

スサン（蛾）の発生が多かった。

かきは落弁期から果実肥大期で、開花盛期は平年より２～３日早かった。

着果数は平年並みからやや多かった。

ももの露地栽培は果実肥大期から着色期で結実良好、極早生品種では着色

が始まった。ハウス栽培では果実肥大期から成熟期で、｢ちよひめ｣の出荷が

５月２８日から始まり、時期は平年並みであった。収穫前の天候にも恵まれ、

着色は良好で糖度も高く、食味は良好であった。

花 き

夏秋ギク「フローラル優香」の定植、消灯、収穫が順次行われている。

５月下旬から出荷が始まっている。一部花弁のねじれ等の品質低下が見られ

るが、全体的にはボリュームが確保され品質は良い。

スイートピーの採種については４月の天候不順の影響で結実が悪い。品種

によってはほとんど採種できていないものもある。５月末で採種終了。

デルフィニウム類の出荷は終盤に入り、３番花の収穫が始まっている。気

温の上昇に伴い、うどんこ病の発生が多くなっている。また、ハダニの発生

もみられる。

ホオズキの７月出荷作型では草丈１２０㌢以上で８個以上の着果数を確保

できている。下位節の着果不良が見られる産地もある。

８月出荷については、中旬までにマルハナバチの導入を終えた。

草丈７０～１００㌢で４～６個着果。

ウイルスの発生等が散見される。

トルコギキョウは平坦地において９月上旬定植の２番花が出荷されている。

伸長性の悪い品種を除き、ボリュームが十分に得られているものが多い。

病害虫ではハスモンヨトウの発生が見られ始めた。
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特用作物

１ 茶

【一番茶摘採終了～二番茶摘採開始】

沿海地域は５月１５日前後、西北諸・県北地域は５月末頃で一番茶収穫が

終了した。二番茶の摘採は、沿海地域では５月２３日前後から、西北諸・県

北地域は５月２５日以降から始まっている。５月中旬は、気温が高く降水量

が多かったことから、炭疽病の発生が増加した。一部の地域では、マダラカ

サハラハムシの発生が目立った。チャノミドリヒメヨコバイについては、平

年よりも発生が多かった。

２ 葉たばこ

【心止期～収穫期】

心止作業は平年より３日程度早く開始され、５月２０日前後頃にピ－クと

なった。病害発生は少なく、作柄は概ね良好となった。

下葉収穫作業は、平年より６日程度早い５月１０日前後頃から開始された。

共乾作業も順調に稼働し、乾葉の仕上がりも概ね良好となった。

畜 産

１ 家畜

生産の状況は、ブロイラーの処理羽数は前月比９９．５％で、対前年比は

９８．６％と計画生産が行われた。価格は、鶏肉需要が高く、モモ肉が前年

比１０１．８％、ムネ肉が同様に１２０．１％と、高値で取引された。肉豚

については、処理頭数は前月比９２．４％、前年比９７．４％と減少し、価

格は対前月比が９１．６％、対前年比も８９．６％と、夏場の需要期を前に

して落ち着いた相場となった。乳量は７，６４０ｔで、先月比１０１．４、

前年比が９９．３５％と、ほぼ横ばいで推移した。乳質については、乳脂肪

率と無脂固形分率が若干の低下したものの、細菌数及び体細胞数とともに流

通に問題がない数値であった。

２ 飼料作物

イタリアンライグラスは収穫期の天候不良で刈り遅れが目立ち、適期収穫

ができなかったほ場では品質の低下が懸念される。収量は平年並みである。

一部土壌で硝酸態窒素が高いほ場も見られた。エン麦も収穫作業は終了した。

収量は平年並みである。
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トウモロコシの早生系の播種はほぼ終了し、初期生育は順調である。一部

のほ場で病害虫による被害が見られた。ソルガムの播種も順次行われ、初期

生育は順調である。

飼料用米・イネの作付けは特に水不足等も見られず順調である。一部雨天

による作付け遅れが見られた。
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平成2７年５月 雨　量　月　報

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 合計 最大

ダム地点 2 0 31 0 0 0 3 0 18 0 5 48 0 2 0 14 0 23 6 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 18 0 171 7 12 /31

大崩 2 0 15 0 0 0 4 0 18 0 2 42 0 2 0 16 0 20 4 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 16 0 142 8 12 /31

0 0 16 1 0 0 3 0 17 0 1 29 0 1 1 17 0 16 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 11 10 1 128 9 14 /31

ダム地点 1 0 13 0 0 0 4 0 16 0 0 26 0 3 3 16 0 15 3 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 12 3 116 8 13 /31

上古園 1 0 12 1 0 0 4 0 17 0 0 25 0 4 5 19 0 21 5 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 15 1 131 11 14 /31

ダム地点 1 0 20 0 0 0 3 0 18 1 0 26 0 5 5 12 0 19 9 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 9 0 129 8 13 /31

吾味 0 0 13 0 0 0 3 0 16 0 0 25 0 3 3 16 0 18 6 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 13 2 119 8 12 /31

2 0 17 0 0 0 2 0 22 0 0 24 0 5 7 12 0 16 4 0 0 0 4 0 0 0 0 5 0 6 0 126 8 13 /31

ダム地点 3 0 17 0 0 0 2 0 21 0 0 22 0 4 10 12 0 20 4 0 0 0 3 1 0 0 0 0 0 6 0 125 11 13 /31

河の口 3 0 15 0 0 0 2 0 22 0 1 26 0 6 11 13 0 23 1 0 0 0 4 0 0 0 0 0 0 9 0 136 8 13 /31

1 0 17 0 0 0 1 0 24 0 0 12 0 5 20 16 0 7 2 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 17 1 125 8 14 /31

ダム地点 2 0 14 0 0 0 5 0 18 0 0 26 0 6 14 16 0 18 2 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 13 0 136 8 13 /31

槻木 0 0 12 0 0 0 4 0 18 0 0 39 0 11 18 19 0 20 10 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 10 0 161 13 10 /31

1 0 14 0 0 0 4 0 19 0 0 32 0 8 18 17 0 24 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 11 1 151 13 13 /31

ダム地点 1 0 14 0 0 0 9 0 20 0 0 28 0 8 14 15 0 18 1 0 0 0 2 1 0 0 0 0 0 10 0 141 8 13 /31

須木 0 0 14 1 0 0 4 0 18 0 0 25 0 9 13 16 0 18 3 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 9 0 131 10 12 /31

堂屋敷 0 0 13 0 0 0 3 0 14 0 0 33 0 11 15 17 0 26 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 11 0 144 14 10 /31

ダム地点 3 0 14 0 0 0 2 0 23 0 0 19 0 6 26 16 0 16 2 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 22 0 150 9 12 /31

木浦木 0 0 18 0 0 0 3 0 23 0 0 39 0 6 19 19 0 33 7 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 16 0 184 15 11 /31

猫坂 1 0 14 0 0 0 4 0 20 0 0 26 0 13 15 15 0 19 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 12 0 142 12 13 /31

巣ノ浦 2 0 9 0 0 0 3 0 26 0 0 34 0 22 26 19 0 31 3 0 0 0 0 1 0 0 0 2 0 12 0 190 18 13 /31

阿母ヶ平 4 0 16 0 0 0 2 0 28 0 0 27 0 5 25 15 0 20 1 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 24 0 169 9 13 /31

8 0 31 0 0 0 3 0 27 0 0 30 0 11 32 18 0 9 20 0 0 0 4 0 0 0 0 1 3 28 2 227 17 15 /31

ダム地点 13 0 35 0 0 0 2 0 20 0 0 26 0 10 43 20 0 17 10 0 0 0 5 0 0 0 0 1 2 21 1 226 11 11 /31

白木俣 8 0 35 0 0 0 2 0 21 0 0 21 0 21 37 21 0 18 14 0 0 0 5 0 0 0 0 1 0 25 2 231 12 10 /31

日南
ダム

立花
ダム

綾北
ダム

観測所

瓜田ダム

田代八重ダム

広渡ダム

綾南
ダム

岩瀬
ダム

降水日数

長谷ダム

沖田ダム

祝子
ダム

渡川
ダム

松尾
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